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l.0 概要

IIF/VIIIF SWR Analyzer

注重 : この製品を使用する前に、2.0章を読んで下さい。アンテナ端子へ間違つた電源
供給電圧や過大な外部電圧を加えると、この製品が故障する場合があります。

製品の説明

MF」 -259B RFア ナライザーは、小型電池で動作するRFイ ンピーダンスアナライザー
です。この製品は、4つの基本回路 :1.8-170MHz信 号発生器、周波数カウンター、5

0オームRFブリッジ、8ビットマイクロコントローラーで構成されています。多種多様のアン
テナに適用できるインピーダンス測定器です。また、本製品は同軸ケーブルの伝送ロスや、同軸

ケーブルの開放点や短絡点までの距離の計測機能も備えています。

MF」 -259Bは 、主に50オームのアンテナや給電線の解析用として設計されていますが、
数オームから数百オームのRFイ ンピーダンスの測定もできます。また、信号発生器や周波数カ
ウンターとしても利用できます。インピーダンス測定のレンジは、6つの重複したバンドからな

り、その周波数範囲は1.8か ら170MHzで す。

1.1 測定精度に関する説明

安価なインピーダンスメーターには限界があります。この限界に関するいくつかの共通の問題

と原因は次のとおりです。

測定誤差 計測値の誤差は、以下の3つの基本的な原因によるものです。
1.)外部のRF信号源から侵入する信号。一般的に、強力なAM放送局。
2.)ダイオード検波器とA/D変換器の誤差。
3.)接続端子のインピーダンス、端子の接続状態、リー ド線の長さ。

多くの実用的な低コストインピーダンスメーターは、広帯域検波器を使用しています。実際に

多く使用されているアナライザーに広帯域検波器が利用されている理由は経済性です。狭帯域検

波器を使用するには、検波システムに少なくとも 1つの選択性利得がある安定した受信機を備え

る必要があることから、非常に高価なものになります。狭帯域検波器を使用すると、アンテナ・

アナライザーやインピーダンスアナライザーの価格は、一般的なユーザーが欲する価格帯をはる

かに越えたものになります。

広帯域検波器は帯域外の外部電波にも高感度であり、この帯域外の妨害波の問題を解決するの

は簡単ではありません。ローパスフィルターやバンドパスフィルターは、異なった周波数上で変

化するインピーダンスを持つ給電線のような振舞いをすることがよくあります。ローパスまたは

バンドパスフィルターは、給電線の区間を付け加えるように、インピーダンスとSWRの測定値
を変化させます。フィルターに起因するインピーダンス変化は、この製品を使用する上で大きな

制約となります。

この問題の 1つの解 (しばしばユーザーに言及される)は、内部発信器の電力を増加させるこ
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とです。残念ながら、高調波が出ない広帯域VFOシステムをきれいに動作させるための電力は、
電池の寿命を著しく消耗させます。高調波歪が少ないテス ト信号を発生させるために、この製品

はトータルの電池電流 (150mA)の 70%以上で使用してください。

多くのRF妨害問題は、低い周波数での高出力AM放送波を大きなアンテナ (特に、 160m
の垂直アンテナ)に給電することによって起こります。MFJは 、1.8か ら30MHzの 間の
測定に影響を与えずに不要な周波数の信号を減衰するように調整したフィルターを提供していま

す。この調整されたフィルターを適切に使うことによって、外部の妨害を減衰させ、測定上の影

響をなくして目的の測定を行うことができます。

部品の制約が誤差の別の原因となります。非常に小さい電圧でのダイオー ド検波は非線形にな

ります。MF」 -259Bの 正確性は、マッチング補償ダイオー ドを用いた特殊なマイクロ波ゼ
ロバイアスショットキー検波器によつて高められています。それぞれのユニットは、高低両方の

インピーダンスで可能な限り直線性を得るために個々に補償し合い、主要な制約事項であるA/D
変換器の誤差の 1/2パーセントを改善します。

接続線の長さも別の問題です。ブリッジやブリッジと出カコネクタにおける部品間の接続線の

長さが、特にインピーダンスが非常に高いか非常に低い場合、測定値を変化させます。MFJ―
259Bは 、ほぼ長さゼロのリー ド線長を用いた表面実装低キャパシタンスマイクロ波部品を使
用することによってこの問題を最小限にしています。

正確な数値として信頼性の範囲外の読み値を表示する装置とは異なり、MF」 -259Bは デ
ィスプレイに警告を表示します。もし、ディスプレイに Z>650と 表示されたならば、イン
ピーダンスは650オームより大きいか、正確な測定範囲外にあることになります。

1.2 -般 的な使い方

MFJ-259Bは 、次のような調整、試験、計測に利用することができます。

アンテナ :

アンテナチューナー :・ ・・・・・・

リニアアンプ :・ ・・・・・・・・・

同軸給電線 :

フィルター :

トラップ :

同調回路 :

SWR、 インピーダンス、リアクタンス、共振周波数お
よびバンド幅

SWR、 バンド幅および周波数
入出力回路、チョーク、サプレッサー、 トラップおよび

部品

SWR、 線路長、速度係数 (短縮率)、 概略のQと損失、
共振周波数およびインピーダンス

SWR、 減衰と周波数範囲
SWR、 概略の Q、 共振周波数、バンド幅、インピーダ
ンス

共振周波数と概略のQ
共振周波数と概略のQ
容量と自己共振周波数

4

小型コンデンサー :
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RFチ ョークとインダクター :・ ・・
送信機と発信器 :・ ・・・・・・・・

HF/VHF SWR Analyzer

自己共振周波数、直列共振と数値

周波数

MFJ-259Bは 、次の計測と表示ができます。

ケープル長 (feet)

ケーブルロス (dB)

キヤパシタンス (pF)

インピーダンス位相 (度 )

インダクタンス (μ H)

リアクタンスまたはZ(Ω )

共振 (MHz)
リターンロス (dB)

信号周波数 (MHz)
SWR(50Ω を基準)

比較的低歪 (高調波が-25dB以
で供給します。MFJ-259Bの

インピーダンスまたはZ値 (Ω )  抵抗またはR(Ω )

MFJ-259Bは 、非精密信号源として使用できます。
下)の信号を50オームの負荷に約3Vpp(約 20mW)
内部信号源のインピーダンスは50オームです。

豊童 : MFJ-259Bの 性能および正しい測定方法についてのさらなる解説については、測

定したい項目に関する章を読んでください。さまざまな応用例を目次に示しています。

1.3 周波数範囲

周波数スイッチで次の周波数選択ができます。 (各 レンジはバンド外に少し重複しています。)

1. 8-4MH2 4-10MH210~27MH2 27-114MHz l14-170MHz

2.0 電源

この製品をいずれかの電源に接続する前に、この章を読んでください。不適切な接続や、間違

つた電圧は、この製品を故障させることがあります。

2.1 外部電源

MFJは 、外部から電源供給できるMF」 -1315を オプション電源として用意しています。
この電源を推奨します。

本製品を使用、操作する場合は、電源電圧を 11ボル ト以上、16ボル ト以下にしてください。
「siOep modo」 や「OFF」 の時の電圧 (本製品へ電源供給が少なくなる時)の最高
値は、 18ボル トです。供給電源は適度に平滑化されていることが必要です。供給電源のプラス
線は接地しないでください。

MFJ-259Bは 、外部の低圧DC電源 (MF」 -1315 ACア ダプターを推奨)を使用
することができます。理想的な供給電圧は、DC14.5ボ ル トですが、この製品は 11か ら 1
8ボルトの範囲で動作可能です。電流値は最大で150mAで す。(電池を使う場合は、必ず電池
装着に関する記述を読んでください。)
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MF」 -259Bに は、RFコ ネクタの近 くに凹型 2.lmmの 電源ジヤックがあります。
のジャックには、「 POWER 12VDC」 のラベル表示があります。

電源ジヤックの外側の導体はマイナスで、中心導体がプラスです。

「POWER 12VDC」 に電源プラグを挿入すると、内部電池からは電源が供給されなくな
ります。内部電池は、電源プラグを挿入すると電源として動作しなくなりますが、 トリクル充電
は行われます。

警告 : 逆の極性または過大な電圧を加えると、MF」 -2598が 故障または破損すること
があります。決して18ボルト以上の電圧印加やACまたはプラス接地の電源を使用
しないでください。

2.2 内蔵電池の使用

最初に電池を取り付けるとき、内部の小さな黒いプラスチックのジャンパーが正しい位置に装

着されているかチェックする必要があります。電池セット用ジヤンパーは、装置の中の電源コネ

クタとOFF-ONス イッチ近くの場所にあるプリント基板の上にあります。このジャンパーは、
MFJ-259Bの 両側の8本のねじを取り外すと触れることができます。カバーを止めている
ねじを外した後に、裏面カバー全体を取り外してください。黒いプラスチックのジャンパーは、

3本隣接しているピンの2本に差し込まれています。これを、使用する電池のタイプ (充電式か

非充電式かのいずれか)の正しい位置に差し込んでください。

電池の交換は、MF」 -259Bの 小さな裏パネルを外して行つてください。電池カバーは、
2個のフィリップヘッドねじで固定されています。

2.3 充電可能な単三電池の使用

警告 : 発電可能な電池が取り付けられている場合は、13ボル ト以下の外部電源の使用を避
けてください。もし、外部からの供給電圧が低すぎると充電が行われず、最終的に電

池が放電してしまいます。電池を充電するには、MFJ-259Bの 電源スイッチを
切つて、フル充電するための十分な時間 (少なくとも10時間)を持つことを推奨し
ます。

充電可能電池を使用するとき、外部電源は 14から18ボル トで供給できるものを使用してく
ださい。内部の充電システムをとおして流れる電池の充電電流は、 10～ 2 0rnAです。MFJ
-259Bの 電源スイッチがOFFに なつていても、適切な外部電源が供給されておれば内部の
充電器が内臓電池をトリクル充電します。MF」 -1315は 、電源供給器としての必要事項を
すべて満たしています。

充電可能電池を使用するときは、カバー内部にある黒いプラスチックのジャンパー (基板の裏

側にある外部電源ジヤックの近く)を正しい位置にセットしなければなりません。正しい位置に
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セットされていない場合は、電池が充電されません。電源ジヤックの近くにあるプリント基板上

にある充電用ジャンパーを下図のようにセットしてください。

<  Charger enabled

ON      OFF

2.4 単三乾電池の使用

高品質のアルカリ電池を使用するようにしてください。普通の乾電池でも良好に動作しますが、

高品質のアルカリ電池は、液漏れなど装置を故障させるリスクが少なく、長時間使用できます。

どのような非充電式の乾電池でも、弱くなつたらすぐに交換してください。この装置を長期間 (1

ヶ月以上)保管する場合は、電池を取り外しておいてください。

警告 : 非充電式乾電池を使用する時は、充電システムが働かないようにしておいてください。

非充電式電池を使用するとき、電源ジヤックの近くにあるプリント基板の裏側にあるジャンパ

ーを以下のようにセットしてください。

GHARGER

<  Charger enabled

ON OFF

2.5 ′1ワーセーブモー ド (ス リープモー ド)

MF」 -259Bの 消費電流は、約 150mAで す。

内部の「Power saving」 モー ドを使用することにより、電池の寿命を延ばすこと

ができます。「Sieeping」 状態での電池電流は、15mA以 下です。もし、2分の間にモ
ー ドスイッチを切替えず、周波数を50KHz以 上変えなかったら、パワーセープ (ス リープ)
モー ドに入ります。スリープ状態になつた場合、下に示すように、ディスプレイの右下に「SL
P」 の表示が点滅します。

7. 1598MHz 3. 7

R=38 X=61 SLP

GHARGER

装置 をパ ワーセー ブモー ドか ら元に戻すには、「 MODE」 または「 CATE」 ボタンを短 く押
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してください。

パワーセーブモー ドを無効にするには、電源を供給する前 (または、「POWER」 ボタンを押
す前)に、「MODE」 ボタンを押したままにします。「MODE」 ボタンは、画面に著作権表示
が現れるまで押し続ける必要があります。

パワーセープモー ドを無効にすることに成功した場合、「MODE」 ボタンを放すと暫くの間、
次の表示が出ます。

Power Savlng OFF

3.0 メインメニューと表示

警告 : この製品のアンテナ端子には、決してRFまたはその他の外部電圧を加えないでく
ださい。この製品には、ゼロバイアスの検波ダイオー ドが使用されているので、外

部電圧によって損傷を受けることがあります。

3.1 -般 的な接続ガイ ドライン

MFJ-259Bの 上部のアンテナ端子 (SO-239型 )は、RF計測用出力端子です。こ
の端子は、周波数カウンターモー ドを除いて、SWRまたはその他のRF計測に使用します。

「POWER」 端子 (2.lmm型 )については、2.0章に記載しています。間違つた電源
を供給すると、この製品が損傷することがあるので、この製品を使用する前に2.0章を読んで
ください。

「 FREQUENCY COUNTER INPUT」 端子 (BNC型 )は、周波数カウンタ
ーのみに使用 します。

注意 : MF」 -259Bで 使用 している起動時の表示や初期メニューは、以下の説明を参照 し
てください。また、この製品は応用利用者のために 4.0章 があります。

3.2 起動表示

「 POWER」 スイッチを入れた後、または「 POWER」 スイッチが入つている時に外部電
源を供給した後、ディスプレイに連続したメッセージが出ます。

最初のメッセージはプログラムのパージョンで、この「VER」 番号はソフトウェアのパージ
ョンを指します。

MFJ-259B
Ver.2.00
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注意 : 電源を供給する前、または電源スイッチをオンする前に、「MODE」 ボタンを押し著作
権 メッセー ジが表示 され るまで「 POWER」 ボタンを押 し続 けると、次に「 POWE
R SAVING OFF」 の メ ッセー ジが表示 され ます。 この メッセー ジは電圧チ ェ

ックの前に現れます。このメッセージにより、パッテリーセープ (ス リープ)モードが
解除されたことが確認できます。

3番目のメッセージは電圧チェックです。これは、電池の充電電圧または外部供給電源電圧の
表示です。

Voltage   Low   9.5V

■

最後の電源起動表示は、3.2章 (イ ンピーダンス R&X)以 下で説明する測定の結果です。

MF」‐259B Instnction Manual HF/VHF SWRAnaly“ r

Voitage   OK   14.7V

■■■■■■■■

端子に接続された負荷のSWRと インピーダンス

「MODE」 ボタンを放した後に、新しいモー ドの
5つのメイン (または開始)メ ニューのモー ドは

2番目のメッセージは、ソフトウェアの著作年です。

2つのパネルメーターは、「ANTENNA」
です。

「MODE」 を押すとモードが変わります。
正しいデータがディスプレィに表示されます。

以下で説明します。

3.3 メインモードの説明

通常、メイン (または開始)モー ドが動作中に「MODE」 ボタンを押すと、MFJ-259
Bの表示モー ドが変わります。モー ドを変えると、計測モー ドが数秒画面に表示されます。 5つ
の表示モー ドを以下に説明します。

インピーダンス R&Xは、電源を入れたときの最初のモー ドです。このモー ドでは、MF」 一
259Bの LCD(液 晶ディスプレイ、数字と文字を表示)に、MHzで の周波数、SWR、 負
荷インピーダンスの抵抗分 (R=)、 そして負荷インピーダンスのリアクタンス分 (X=)が表示
されます。インピーダンスメーターは、合成インピーダンス (Zオーム)、 そしてSWRメーター
にはSWRを表示します。

IMPEDANCE

R&X
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同軸ロスが 2番目のモー ドで、「MODE」 ボタンを 1回押すとこのモー ドになります。液晶デ
ィスプレイ (LCD)に は、試験周波数と50オームの同軸ケーブル、50オームのアッテネー
ター、50オームの トランス、またはパラン (差動電流のみ)のおおよそのロスを表示します。
このモー ドにおいては、試験中の 50オーム機器やケーブルの速端を負荷抵抗で終端しないで下
さい。もし、試験中の機器が終端されていると、測定したロスは実際より大きくなります。

キャパシタンス pFが 3番目のモー ドです。LCDに は、測定する周波数とリアクタンス (X
c=)がオームで、キャパシタンス (C=)がピコファラッドまたはpFで表示されます。イン
ピーダンスメーターには、リアクタンスがオームで、SWRメ ーターにはSWRが 表示されます。

インダクタンス μHが 4番目のモー ドです。デジタルディスプレイには、測定周波数、容量性

リアクタンス (XI=)がオームで、インダクタンス (L=)がマイクロヘンリーまたはμHで
表示されます。

周波数カウンターは、5番目のモー ドでメインモー ド最後の機能です。「 FREQUENCY C
OUNTER INPUT」 と表示されているBNC端 子に、測定したいRF源を接続 してくださ
い。この測定端子の感度の範囲は、 1.7MHzに て 10ミ リボル トから180MHzに て 10
0ミ リボル トです。周波数カウンターは lMHz以 下で使用するようには設計されていません。
「CATE」 ボタンは周波数カウンターのゲー ト時間を制御します。ゲー ト時間を長くすると、
表示される桁数が増え、カウンターの分解度が増加します。

Freq. Counter

14.15MHz  O.01s

Freq. Counter

21.324MHz  O.ls

Freq. Counter

144.2389MHz  ls

Freq. Counter

警告 : 周波数カウンターのBNC端子には、ピーク電圧2V以上またはDC電圧などを決
して供給しないで下さい。

3.4 ディスプレイ警告「VOLTAGE LOW」 点減

もし、供給電源または電池の動作電圧が 11ボル トよりも低ければ、「VOLTAGE LOW」
の点滅警告が表示されます。低電圧が警告されている間に、「MODE」 ボタンを押すと警告が無
効になり、以下のように低下電圧値が表示されます。 11ボル ト以下の供給電圧で測定したとき
は、測定値の信頼性が低くなることがあります。

Voltage Low 9.5V

4.0 メイン (または開始)モー ド
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警告 : この製品のアンテナ端子には、決してRFまたはその他の外部電圧を加えないでく
ださい。この製品には、ゼロバイアスの検波ダイオー ドが使用されており、数ボル

トを超える外部電圧により簡単に破損します。この製品を操作する前に、2.0章
の記述に従い供給電圧が適切であることを確認してください。

MF」 -259Bに より提供される情報を理解するには、給電線やアンテナの動作、用語の基
本的な理解が非常に重要です。ARRLハ ンドブックにこれらほとんどの解説が用意されており、
アマチュアの利用には十分です。うわさや未編集、不完全、自己流のハンドブックまたは記事に

たよるのは避けてください。

4.1 -般 的な接続ガイ ドライン

MFJ-259Bの 上部にある「ANTENNA」 端子 (SO-239型 )は、RF測定用の
出力端子です。この端子は、周波数カウンターモー ドを除いてSWRや 他のRFイ ンピーダンス
測定に使用します。

警告 : アンテナ端子には、決して外部電圧やRF信号を加えないでください。

適切なRF接続を行うことを忘れないでください。50オームの同軸系以外の部品やシステム、
デバイスを測定するときは、可能な限り短いリー ド線を使用してください。50オームの同軸シ
ステムやアンテナ測定するとき、相互に接続する給電線によってインピーダンスやSWRに変化
があるかもしれません。測定誤差を避けるために品質の良い50オームの同軸ケーブルを適切に
使用してください。

4.2 アンテナのSWR

アンテナまたはアンテナチューナー入力のSWR測定 :

a.)も し、直流接地の給電線を使用していないアンテナであれば、瞬間的にアンテナ線のシール
ドと中心導体を短絡してください。これにより、MFJ-259Bの ゼロバイアス検波ダイ
オー ドが静電気で破壊するのを防止できます。

b.)す ぐにアンテナ線 をMF」 -259Bの 「 ANTENNA」 端子につなぎます。 (非直流接

地給電線の場合 )

o.)「 FREQUENCY」 つまみを周波数 レンジにセッ トします。

d.)デ ィスプレイを見なが らMF」 -259Bの 「 POWER」 スイッチを入れます。電池の電
圧表示が 11ボルト以上16ボルト以下ならばOKです。
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o.)メ インまたは開始モー ドの開始メニューとして、LCDに周波数、SWR、 抵抗値そしてリ
アクタンスが表示され、アナログメーターにSWRと インピーダンスが表示されます。この
モー ドでは、システムインピーダンスの抵抗値 (実数部)と リアクタンス (虚数部)がオー
ムで表示されます。

7.1598 ‖Hz   3.6

R=153  X=62  SWR

14.095 MHz  Z〉25

R(Z〉650)    SWR

f.)目 的の周波数が表示されるか、もっとも小さいSWRが見つかるまで、「TUNE」 つまみ
を調整してください。

アドバンス (上級)ア ンテナ測定モー ドは、5.0章に記載されており利用可能ですが、これ
らを十分理解できなければアドバンスモー ドの利用は避けた方が良いでしょう。アドバンス機能

の多くは、メインまたは開始モー ドメニューで提供される基本情報とは表示方法が異なります。

アンテナのヒント :

ディスプレイの読みは、MF」 -2598が アンテナシステムに接続されている点におけるS
WR、 インピーダンスと共振周波数です。この製品が接続されている点のインピーダンスと共振

周波数 (リ アクタンスがゼロを横切る周波数)は、アンテナ自体の共振周波数ではないかもしれ
ません。

この製品 (または他のインピーダンス測定装置でも)は、アンテナとMF」 -259Bの 間の
給電線や他の部品が変換器の働きをして変化する送信ラインのアンテナインピーダンス、50オ
ームSWR、 そして共振周波数を表示します。もし、給電線が 50オームならば、長くて損失が
大きい給電線においてSWRがわずかに小さく表示される場合を除き、この製品はアンテナの真
のSWRを表示します。

1.)共振周波数はリアクタンスがゼロオーム、または、MFJ-2598の 表示がゼロオームに
近いケースです。抵抗は共振と何の関係もないので、共振周波数は最も小さい値を示すSW
R(これらは同じであつてもよいが)の点ではありません。最も望ましい負荷は、リアクタ
ンスがない (共振)点である必要はなく、SWRが最低になる負荷です。

2.)50オームのインピーダンスは、抵抗とリアクタンス成分により合成することができます。
もし、インピーダンスが50オームであっても、リアクタンスがインピーダンスの一部また
は全部を占めているような場合、SWRは 1.0にはなりません。よくある (しかし、間違
い)誤解に反して合成インピーダンスが50オームであっても、負荷がリアクタンス性であ
れば、完全に1:1の SWRを得ることはできません。

良い例は、ほぼ純粋な リアクタンスの 50オ ーム負荷です。インピーダンスメーターの読みが
50オームであっても、MF」 -259Bの LCDは 、 R=O X=50を 示 します。 リアクタ

ンス性 50オ ームのインピーダンス負荷は、信号源か らの電力を全 く吸収 しないので、 SWR計
はオーパー フロー (SWR>25)し 、ほぼ無限大の SWRに な ります。
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